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担い手確保・経営強化支援事業について 

 

１　事業目的 

　　国の令和７年度補正予算を活用し、地域の担い手の確保とその経営強化を図る

 ため、経営規模拡大などに必要な農業用機械の導入を支援するもの

 

２　事業内容 

　(1) 対 象 者 

 　　　地域計画が策定されている地域において、目標地図に位置づけられている

 　　認定農業者、認定新規就農者等

　(2) 対象要件 

　　　農業経営における付加価値額の１割以上の拡大を図ること。 

　(3) 補 助 率　１／２以内 

　(4) 補助対象　融資を活用して導入する経営発展に必要な機械・施設 

 　(5) 事業実施予定者

３　事業費 

 　　19,640千円（県 19,640千円）

 　　（内訳）補助金　19,640千円

 

４　事業スケジュール（予定） 

　　令和８年３月　県へ補助金交付申請 

　　　　〃　４月　事業着手 

　　　　〃　12月　事業完了、補助金交付

(単位：千円)

県(国) 事業主体

四ツ小屋地区農業法人 水稲
直進トラクター、ロータリー、
ハロー 各1台

13,390 12,173 6,085 7,305

仁井田地区農業法人 水稲
直進トラクター、ロータリー、
ハロー、直進田植機 各1台

21,835 19,850 9,924 11,911

雄和地区農業法人 水稲 直進田植機 1台 7,988 7,262 3,631 4,357

43,213 39,285 19,640 23,573合    計

負担区分
事業主体

取組
作物

導入機械
事業費
(税込)

事業費
(税抜)
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農業共同利用施設再編整備支援事業について 

 

１　事業目的 

　　国の令和７年度補正予算を活用し、複数の共同利用施設を再編集約し、農産物

の持続的かつ安定的な供給体制の構築や施設の効率的な管理・運営を行う取組に

 対して支援するもの

 

２　事業内容 

　　水稲乾燥調製施設の再編整備を行う農事組合法人に対し、事業費の一部を補助

　する。 

　(1) 事業主体　農事組合法人　戸島絆ファーム 

　(2) 予 定 地　河辺戸島地区 

　(3) 補 助 率　22/40以内（国：21/40以内、県：1/40以内） 

 　(4) 整備内容　水稲乾燥調製施設（処理能力：乾籾405トン、面積60ha)

       　　　　　　建物鉄骨造１棟(407㎡)、乾燥設備一式、籾摺調製設備一式、 

 　　　　　　　　　既存乾燥機の撤去

 　(5) 総事業費　195,329千円（税込）

 

３　事業費 

 　　97,664千円（県 97,664千円）

 　　（内訳）補助金　97,664千円

 

４　事業スケジュール（予定） 

　　令和８年３月　県へ補助金交付申請 

　　　　〃　４月　事業着手 

　　　　〃　12月　事業完了、補助金交付 
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中小企業賃上げ基盤強化支援事業について 

（物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金対象事業） 

 

１　事業目的 

  　市内企業が最低賃金引上げや物価高騰に対応できるよう、業務の効率化・高度

化につながる設備導入やＡＩなどを活用したＤＸ推進費用等の一部を補助するこ

とで、生産性向上を図り収益力強化につなげるもの 

 

２　事業内容 

　(1) 対象要件 

　　　以下のすべてを満たす中小企業者 

　　　・市内に事業所、店舗等があり、１年以上の事業実績があること。 

　　　・従業員の賃金を令和７年９月10日以降時給換算で80円以上引上げること。 

　　　・本事業を活用して事業者の都合により人員削減を行わないこと。 

　(2) 補助内容　 

 ア　設備導入枠

 (ｱ) 対象経費

　　設備機器の導入等に必要な経費（専用ソフトウェアの購入費、設備導入

 費、工事費等）※汎用性の高いものに係る経費は除く。

 (ｲ) 補助率　　　　１／２以内

 (ｳ) 補助上限額　　100万円

 イ　デジタル推進枠

 (ｱ) 対象経費

　　業務効率化や省人化が図れるＡＩなどを活用したＤＸ推進に必要な経費

 （導入費用、専門業者（アドバイザー）への委託費、社員育成費等）

 (ｲ) 補助率　　　　１／２以内

 (ｳ) 補助上限額　　50万円

(3) 申請受付期間　令和８年４月から同年11月末まで（予定） 

 

３　事業費 

　　12,171千円（一財12,171千円） 

　　（内訳）　消耗品費　171千円、補助金　12,000千円 

 

【参考】本市における最低賃金・賃金引上げに伴う事業者支援 

・本事業のほか、長期・低利な融資あっせんにより事業継続や設備投資に必要な

資金調達の支援を行う（中小企業金融対策事業、中小企業融資あっせん事業）。 

・なお、金融情勢を踏まえて４月から適用金利を一般事業資金等は、0.25％引き

上げる予定であるが、小口資金は１年間金利を据え置き、小規模事業者向けの

資金調達を手厚くする（中小企業金融対策事業）。
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秋田市・スタートアップ協働事業について 

 

１　事業目的 

  　地域課題の解決や地方創生の推進に向け、本市とスタートアップ（革新的なビ

ジネスモデルで、短期間での急成長を目指す事業者）との協働を通じた、新たな

ビジネスモデルの実証につなげるほか、スタートアップの取組を可視化すること

 で、若者等の創業意欲を喚起し、起業のさらなる促進を図るもの

 

２　事業内容                                              

　(1) 実証事業費補助金（２月補正：債務負担行為設定）　3,000千円 

　　　市内外のスタートアップが、本市の課題解決や活性化に資するアイデア（実

証事業）を市長に直接提案するイベント「秋田市を変えろ！市長即決ピッチ」

（以下「ピッチ」という。）を開催し、高い評価を得た３者をパートナーとし

 て選定のうえ、実証事業に要する経費の一部を補助する。

　　　なお、令和８年度の実証事業に向け、来月24日（火）にピッチを開催する。 

　　ア　対 象 者　パートナー選定事業者 

　　イ　補助額上限　100万円（補助率１／２） 

　　ウ　採 択 件 数  ３件 

 　　エ　実 証 期 間　令和８年４月から令和９年２月まで（予定）

 

　(2) 実証事業報告会等　250千円 

　　　パートナー選定事業者による実証事業の取組内容に関する報告会や有識者に

よるトークセッションを行い、創業機運の醸成やスタートアップの本市進出を

 促進する。

　　ア　開 催 日 時  令和８年11月頃（予定） 

　  イ　登 壇 者  パートナー選定事業者および有識者 

 

３　事業費 

　　3,250千円（一財3,250千円） 

　　（内訳）　報 償 費    180千円 

　　　　　　　会場借上料     70千円 

　　　　　　　補 助 金  3,000千円 

 

４　事業スケジュール（予定） 

令和８年３月24日　ピッチ開催（令和８年度パートナーの選定） 

　　〃　４月下旬　実証事業費補助金交付決定、実証事業開始 

　　〃　11月中旬　実証事業報告会開催 
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